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平成27年３月号　２

　２月８日、役場前庭において、今年で２８回目となるタンチョウフェ
スティバルが開催されました。
　当日は村内外から大勢の来場者が訪れ、あらためて鶴の耐寒力を思
い知った「タンチョウ耐寒競技」、鶴顔負けの鳴き声が飛び交った「鳴
き声コンテスト」、今年初登場となった「押し相撲」など、各アトラクショ
ンごとに大変な盛り上がりを見せました。
　また、タレントのボビー・オロゴンさんが登場した際には、この日
最大の歓声が上がり、イベントの盛り上げに一役買っていただきました。
　思わず寒さを忘れるほど会場は熱気に包まれ、最後には恒例の餅ま
きが行われるなど、今年も大盛況の中で閉幕となりました。

第28回タンチョウタンチョウタンチョウ
フェスティバルフェスティバルフェスティバル



３　平成27年３月号

第１０回鶴居村少年少女下の句かるた大会
　１月１２日、総合センター和室にて、今年で１０回目を数える村

内対抗のかるた大会が開催されました。

　本大会には、鶴居小学校、下幌呂小学校のかるたチームに所属す

る児童２８名９チームが出場し、高学年４チーム、中学年３チーム、

低学年２チームがそれぞれ日頃の練習の成果を競い合いました。

　読み手が下の句を読んでいる際の児童たちの真剣な眼差しと集中

力には思わず圧倒され、会場は熱気と緊張感に包まれていました。

それでも、札を取った後のはしゃぎっぷりや競技後の笑顔など、や

はり子どもらしい表情も多く見られ、思わず微笑ましくなりました。

優勝 チーム名 学年・選手名
低学年 雪 裡 の 華（鶴居小）松井　隆星 藤原　和香 菱沼　千紗
中学年 雪裡の飛翔（鶴居小）高田　翔矢 齋藤　優花 伊豆原花音
高学年 雪裡の北斗（鶴居小）佐藤渓士郎 折笠　仁哉 川端　桃果

鶴居村タンチョウクイズ抽選会
　１月２１日、毎年１２月に実施される、タンチョウ

越冬分布調査において、釧路管内で確認されたタンチョ

ウの数を予想する、鶴居村観光協会主催のタンチョウ

クイズ抽選会が開催されました。

　この度実施された調査では５３５羽の生息が確認され、

前年の２倍以上となる応募総数７，５４１通の中、見事

的中させた方がなんと５名もいました。厳正なる抽選

により、「ピッタリ賞」には函館市の池田博司さんが

選ばれ、現金１０万円を獲得されました。

　その他にも、正解数に近い上位８０名に各協賛企業

より景品が贈られました。

野田晴都くん（鶴中３年）全国大会出場報告
　１月２６日、野田晴都くん（鶴居中学校３年）が「全国

中体連スピードスケート大会」への出場を報告するため、

大石村長を表敬訪問しました。

　野田くんは、１月１０日～１２日に札幌市で開催された

「全道中体連スピードスケート大会」において５００ｍと

１０００ｍのそれぞれで決勝に進出し、見事、全国大会へ

の切符を手にしました。

　全国大会は１月３１日～２月３日に長野県で開催され、

惜しくも決勝進出とはなりませんでしたが、鶴居村や釧路

管内はもとより、北海道の代表として出場したその功績は

非常に大きなものであると言えます。
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　２月８日～１６日まで、首長インターンシップとして札
幌市の北海学園大学から神田文香さんと桑野仁美さんが来
村しました。
　この取り組みは、ＮＰＯ法人ドットジェイピーが運営し
ているインターンシップであり、大学生が長期休暇を利用
して首長の下で研究を行うものとなっています。
　参加した２名は期間中に村内各所を見学したり、大石村
長と本村の魅力や課題について意見交換をし、「日本一住
みたいまち」というテーマに基づき、若者ならではの斬新
な切り口で未来の村づくりへのビジョンを提案していまし
た。

首長インターンシップ

「自然の番人宣言」ポスターコンクール表彰伝達式
　１月３０日、役場応接室において、「自然の番人宣言」ポスターコンクール表彰伝達式が行われました。
　このコンクールでは、ごみのポイ捨てや家庭ごみ等の不法投棄撲滅を図ること、不法投棄を発見した際に通報
するという意識を持ってもらうことを目的とした「自然の番人宣言」ポスターが募集されました。
　この度、村内から諏訪風輝くん（鶴居中２年）と細野暉紘くん（鶴居小６年）が優秀賞に、川端桃果さん（鶴
居小６年）が佳作に選出されました。

優秀賞・諏訪風輝くん 優秀賞・細野暉紘くん

佳作・川端桃果さん
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◆回答された方の8 割以上の方が村に愛着を感
じており自然環境の良さを１番に、次いで医療

や福祉サービスの充実と、田舎暮らしの良さを挙げています。
村の皆さんが思い描く市街地周辺の発展への希望は、おおよそ
同じ方向にベクトルは向いていて、思いはどの地区の皆さんも
一緒なのだなあという印象を強く受けます。

①観光交流で自慢や誇りに思うもの

③日常生活で自慢や誇りに思うもの

◆村の誇りとして挙げられるのはやはり丹頂が
1 番。次いで温泉、湿原と続きます。そして、
それらを活用するために必要なアイデアは？の
質問には殆どの方が道の駅に見られるような物
販やカフェのような施設。合わせて自然ガイド
の配置と情報発信の拠点となる施設の設置を求
める声が目立ちます。

②地場産品で自慢や誇りに思うもの

◆次に地場産品での自慢には圧倒的に多いのが
やはりチーズで、次いで牛乳と野菜や蜂蜜が挙
げられています。そして、それらの優秀な食材
を利用した料理や食品の開発を、と言う声が多
いようです。そしてこちらでも総合的な直売所
を設けて全国へ向けたＰＲの強化をしたら、と
いう意見も見られました。

　　地域おこし協力隊　ー2014年7月から活動していますー特 集

地域おこし協力隊　増田　喜美子

ブログ　「３６５日の鶴居村」
http://villagetsurui.blog.fc2.com/

そしてもう一つ『日頃の買い物』についての項目です。
村民の方が郊外に出かける理由の1位は食料品を買うため（132名）、その頻度は月に2～3回（107名）が上位です。
267名中の132名（49.4％）が最低でも月に2度は村外で食料品を買っているという結果です。
ではここで村の人口の2539人に当てはめ、1度に5000円の食料品の買い物をしたと仮定します。
2539名× 49.4％× 2回/月× 5000円＝約1250万円が１ヶ月に村外で消費されていることになります。
この5000円のうちの500円を使って鶴居村で買い物をした場合を年間で計算すると･･･
2539名× 49.4％× 2回/月× 500円＝約125万円×12ヵ月＝ 1500万円となります。
これは雇用が何人か生まれそうですね。なかなか村外まで買い物に行けない高齢者の方もいらっしゃると思
いますが、もし、郊外店のレジに並ぶ機会があった時には買い物カゴを中をもう一度見直してみませんか。
鶴居村内でも買える食料品がきっとあるはずです。1 コインの行方を少しだけ考えるだけで、鶴居村の将来
へのベクトルの方向が少し変化し、それが共通のキーワードを解決する近道に繋がるのかも知れません。

　1 月21 日（水）鶴居村総合センター研修室にて、『“小さなまち”だからできる街づくり』と題して、鶴居村
商工会主催のまちづくり講演会が開催されました。鶴居村の市街地周辺の活性化について今後どのような環
境整備や施設構想が必要なのか専門家による貴重なお話を聴かせて頂き、大変有意義な時間でした。この講
演会開催にあたっては事前に村民の皆様に「まちづくりアンケート」が配布されたと聞きましたが、当日講
演会に参加できなかった方もいらっしゃると思いますので、集計結果を拝見した感想を少し書かせて頂きま
す。 （※アンケート回答数は267 名。様々なご意見の中から上位を抜粋しています。）

1 コインの行方

共通の
キーワード

共通の
キーワード

総合的な
拠点？

道の駅・土産物店・カフェ
ショッピングセンター

情報発信施設

温泉

丹頂
・サンクチュアリ

・鶴見台
湿原

・キラコタン
・ビジターセンター

道の駅・直売所・出張・宅配
料理レシピ配布

広報・宣伝

牛乳
･アイスクリーム
･ソフトクリーム

チーズ
・酪楽館 野菜

蜂蜜

文化活動の空間
田舎らしさをＰＲする場所

交流施設

医療
･介護・福祉
･子育て支援

自然
・水

・空気
田舎らしさ
・安心、安全
・住民が親切
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国
民
年
金
に
つ
い
て

■
国
民
年
金
の
加
入
方
法

　

国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加

入
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

・
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職

の
方
な
ど
で
、
加
入
手
続
き
は
ご
自
分
で
住

所
地
の
市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
加

入
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
の
方
で
、
加
入
手
続
き
は
第
２
号
被
保

険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が
お
得
で

す
　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
頂
く
と
、
保
険
料
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関

な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘

れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金

納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
カ
月
全
納
・

１
年
度
全
納
・
２
年
度
全
納
も
あ
り
、
大
変

お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
ま

た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印

を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た

は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

■
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
64

－

２
１
１
６
）

■
釧
路
年
金
事
務
所
（
☎
24

－

７
８
８
９
）

融
雪
期
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

例
年
、
こ
の
時
期
か
ら
少
し
ず
つ
朝
晩
の

寒
暖
の
差
が
大
き
く
な
り
、氷
の
よ
う
に
な
っ

た
屋
根
の
雪
が
落
ち
て
下
敷
き
に
な
っ
た
り
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の
転
落
や
除
雪
機

に
巻
き
込
ま
れ
て
尊
い
命
を
落
と
す
な
ど
の

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
屋
根
の
雪
は
早
め
に
下
ろ
し
ま
し
ょ
う

　

道
路
に
面
し
た
屋
根
や
窓
枠
な
ど
の
氷
雪

を
常
に
点
検
し
、
早
め
に
下
ろ
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
建
物
を
管
理
し
て
い
る
方
は
、
看
板

や
ロ
ー
プ
な
ど
で
歩
行
者
に
注
意
を
促
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
雪
下
ろ
し
は
転
落
防
止
用
ロ
ー
プ
等
を
正

し
く
装
着
し
ま
し
ょ
う

　

雪
下
ろ
し
作
業
中
に
雪
と
と
も
に
屋
根
か

ら
転
落
す
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
雪

下
ろ
し
の
際
に
は
、
転
落
防
止
用
の
ロ
ー
プ

を
正
し
く
装
着
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
見
張

り
を
置
き
歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
危
険
な
軒
下
を
歩
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

　

楽
氷
雪
の
恐
れ
の
あ
る
軒
下
な
ど
を
歩
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
楽
氷
雪

の
危
険
が
あ
る
場
所
で
は
子
ど
も
を
遊
ば
せ

な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
遊
ん
で
い
る

の
を
見
か
け
た
と
き
に
は
声
を
掛
け
て
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

④
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
は
安
全
を
確
か
め
な

が
ら
行
い
ま
し
ょ
う

　

除
雪
中
に
除
雪
機
へ
の
巻
き
込
み
や
、
下

敷
き
に
な
る
な
ど
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
除
雪
作
業
中
は
服
装
と
周
囲
の
安
全
を

確
認
し
、
作
業
の
中
断
及
び
そ
の
場
を
離
れ

る
と
き
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す
る
な
ど
事
故

防
止
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

鶴
居
消
防
署
か
ら
講
習
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

　

救
急
講
習
や
火
災
再
現
実
験
セ
ッ
ト
に
よ

る
講
習
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

鶴
居
消
防
署
で
は
突
然
の
事
故
や
病
気
な

ど
の
際
、
救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で

の
間
に
居
合
わ
せ
た
人
が
迅
速
な
１
１
９
番

通
報
、
適
切
な
応
急
手
当
を
速
や
か
に
実
施

し
、
傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
軽

減
に
繋
げ
る
た
め
の
救
急
講
習
や
、
一
般
家

庭
に
お
い
て
日
常
に
潜
む
火
災
危
険
を
実
際

に
「
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
て
」
理
解
し
て

も
ら
う
火
災
再
現
実
験
セ
ッ
ト
に
よ
る
講
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
講
習
は
事
業
所
や
各

種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
、
個
人
か
ら
の
講
習
依

頼
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

治
会
の
集
会
な
ど
に
職
員
が
出
向
い
て
行
う

出
前
講
習
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
受

講
申
込
み
や
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

鶴
居
消
防
署
（
☎
64

－

２
３
４
４
）
ま
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

救急講習 コンセントからの出火によるトラッキング現象を再現



官公庁などからのお知らせ
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⑴
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

４
月
１
日
㈬
９
時
～
４
月
13
日
㈪

［
受
信
有
効
］

　

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　
（http://w

w
w

.jinji-shiken.　

go.jp/juken.htm
l

）

⑵
郵
送
又
は
持
参

　

４
月
１
日
㈬
９
時
～
４
月
２
日
㈭

［
通
信
日
付
印
有
効
］

　
（
注
）
原
則
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
申
込
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

３
．
第
一
次
試
験【
基
礎
能
力
試
験
・

　

専
門
試
験
（
多
肢
選
択
式
及
び
記

　

述
式
）】

　

６
月
７
日
㈰

４
．
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　

６
月
30
日
㈫
９
時

５
．
第
２
次
試
験
【
人
物
試
験
及
び

身
体
検
査
】

　

７
月
14
日
㈫
～
７
月
22
日
㈬

　

の
う
ち
指
定
す
る
日

６
．
最
終
合
格
者
発
表
日

　

８
月
25
日
㈫

７
．
問
合
先

　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担

　

当
（
☎
０
１
１

－

２
３
１

－

５
０

　

１
１　

内
線
２
３
１
５
）

　

釧
路
税
務
署
総
務
課

　
（
☎
31

－

５
１
０
０
）

　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら

20
年

　

今
か
ら
20
年
前
の
１
９
９
５
年

（
平
成
７
年
）
３
月
20
日
、
オ
ウ
ム

真
理
教
に
よ
る
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

■
教
団
の
現
状

と
し
て
、「
女
性
の
健
康
相
談
日
」

を
定
例
で
設
け
て
い
ま
す
。

⑴
日
時

 

原
則
毎
月
第
２
木
曜
日　

 

13
時
～
16
時

⑵
場
所

　

釧
路
保
健
所
（
釧
路
総
合
振
興
局

保
健
環
境
部
保
健
行
政
室
）　

釧
路

市
花
園
町
８
番
６
号

⑶
対
応
者

　

保
健
師

⑷
申
込
先

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
前
日
ま
で

に
お
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

釧
路
保
健
所

　
（
☎
22

－

１
２
３
３
）

ま
た
、
定
例
の
女
性
の
健
康
相
談
日

以
外
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。

⑴
受
付

　

月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
は
除
く
）

　

９
時
～
17
時

⑵
対
応
者

　

保
健
師

⑶
問
合
せ
先

　
（
☎
22

－

１
２
３
３
）

※
「
女
性
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
と
伝
え
て
い
た
だ
く
と
、
担

当
保
健
師
が
お
受
け
し
ま
す
。

■
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹

介北
海
道
は
、
女
性
の
健
康
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
不
妊
治
療
に
つ

い
て
の
専
門
相
談
に
対
応
す
る
た

め
、「
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
旭
川
医
科
大
学
病
院
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
不
妊
治
療
を
行
っ
て
い
る

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に

つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の
と

お
り
「
休
日
公
証
相
談
」
を
実
施
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

3
月
29
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

⑵
場
所

　

釧
路
公
証
人
役
場

　
（
釧
路
市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地

　

金
森
ビ
ル
１
階
）

⑶
相
談
内
容

　

遺
言
、
相
続
、
任
意
後
見
、
尊
厳

死
宣
言
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
賃
貸

借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
・
慰
謝
料
・

財
産
分
与
な
ど

⑷
相
談
料　

無
料
で
す

【
申
込
方
法
】

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
3
月

27
日
㈮
ま
で
、
電
話
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。（
☎
25

－

１
３
６
５
）

平
成
27
年
度
国
税
専
門
官

募
集
の
お
知
ら
せ

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税

務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１
．
受
験
資
格

⑴
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

⑵
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　

の
者
で
大
学
を
卒
業
し
た
な
ど
別

　

に
定
め
る
者

２
．
申
込
受
付
期
間

　

オ
ウ
ム
真
理
教
は
、
現
在
も
麻

原
彰
晃
こ
と
松
本
智
津
夫
へ
の
絶

対
的
帰
依
を
強
調
す
る
主
流
派

（「A
leph(

ア
レ
フ
）」）
松
本
の
影
響

力
が
な
い
か
の
よ
う
に
装
う
上
祐
派

（「
ひ
か
り
の
輪
」）
を
中
心
に
活
動

し
、
依
然
と
し
て
松
本
及
び
同
人
の

説
く
教
義
を
存
立
の
基
盤
に
し
て
お

り
、
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
に
及
ぶ

危
険
性
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

■
北
海
道
に
お
け
る
動
向

　

北
海
道
に
お
い
て
は
、
全
国
的

に
も
主
流
派
（「A

leph(

ア
レ
フ
）」）

が
極
め
て
多
く
の
信
者
を
擁
し
、
街

頭
や
書
店
に
お
け
る
声
掛
け
の
ほ

か
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
等

を
利
用
し
て
青
年
層
を
中
心
に
接
触

を
図
り
、
教
団
名
を
秘
匿
し
な
が
ら

ヨ
ー
ガ
教
室
に
勧
誘
す
る
な
ど
し
て

新
規
信
者
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

北
海
道
釧
路
方
面
釧
路
警
察
署　

警

備
課
（
☎
23

－

０
１
１
０
）

女
性
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

釧
路
保
健
所
で
は
、
女
性
の
心
身

の
健
康
づ
く
り
、
不
妊
治
療
、
更
年

期
障
害
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に

関
す
る
各
種
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
料
は
無
料
で
、
相
談
内
容

に
つ
い
て
は
他
者
に
漏
れ
る
こ
と
は

な
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

よ
り
相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り

医
師
が
、
不
妊
の
治
療
に
関
す
る
専

門
的
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。（
予

約
制
）

⑴
日
時

　

毎
週
火
曜
日 

11
時
～
16
時

⑵
相
談
方
法

　

面
接
ま
た
は
電
話　
（
面
接
場
所

は
旭
川
医
科
大
学
病
院
産
婦
人
科
外

来
）

⑶
問
合
せ
先

　
（
☎
０
１
６
６

－

68

－

２
５
６
８
）

※
受
付
は
月
～
金
曜
日

　

10
時
～
16
時

平
成
27
年
度
国
家
公
務
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

■
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程

度
）

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
４
月
８
日
㈬ 

■
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

申
込
期
間　

４
月
９
日
㈭
～
４
月
20
日
㈪

■
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
・
社
会
人
）

申
込
期
間　

６
月
22
日
㈪
～
７
月
１
日
㈬

【
申
込
方
法
】

　

各
試
験
の
申
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド

レ
ス
［http://w

w
w

.jinji-shiken.
go.jp/juken.htm

l

］

【
問
合
せ
先
】

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課

　

試
験
係

（
☎
０
１
１

－

２
４
１

－

１
２
４
８
）



平成27年３月号　８

保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）

■ 今年度から健診・がん検診のお知らせ方法が変わりました
　今年度から回覧でのチラシ配布がなくなり、IP告知放送でのお知らせとなりました。健診項目や
日程の確認については、I P告知画面か下記の表をご覧ください。

■平成２７年度健診・がん検診日程

日　付 受付時間 健診会場 対象地区

４月１４日㈫

６:００
～

１０:００

幌呂農村環境改善センター
幌呂市街

４月１５日㈬
下幌呂・中幌呂・支幌呂

上幌呂・茂幌呂

４月１６日㈭

鶴居村総合センター

支雪裡・中久著呂

鶴居市街４月１７日㈮ 中雪裡・茂雪裡

４月２２日㈬ 下雪裡・下久著呂

４月２３日㈭
６:３０
～

８:３０

胃・肺・大腸がん検診のみ受診できます
※前立腺がん検診は受診できません

■受けられる健診項目
●特定健診（鶴居村国民健康保険に加入している年度４０歳（S50.4.1～S51.3.31生）から受診日満７４歳まで）
●生活習慣病予防健診（受診日満２０歳～年度３９歳）	 ●健康診査（７５歳以上）
●肺がん検診（満４０歳以上、胸部レントゲン・喀痰検査）	 ●結核検診（満６５歳以上、胸部レントゲン撮影）
●胃がん検診（満３０歳以上、バリウム検査）	 ●大腸がん検診（満３０歳以上、便潜血反応検査）
●前立腺がん検診（満５０歳以上男性、血液検査＜PSA＞）※前立腺がん検診は自己負担1,000円がかかります

・各種がん検診については、加入している医療保険に関わらず、鶴居村に住民登録をされている
方で対象年齢の方であれば受けられます。
・平成27年度中に４０歳、５０歳、６０歳になられる方は総合健診を受けましょう。

■ 昨年受けた人も、はじめての人も、ぜひ健診を受けましょう
　健診は、生活習慣病の早期発見・予防と日ごろの生活習慣を見直すきっかけ
や指標になります。
健康づくりに欠かせない習慣として、１年に１回、必ず受けましょう。

※受診を希望される方は、お早めに役場保健福祉課保健師まで

お問合わせください。（電話:64－2116）
（既に申込をされた方には、４月以降に問診票や大腸がん検診の容器等を郵送いたします）



９　平成27年３月号

新刊案内

●開館時間……10：00～18：15

●休　館　日……３月の図書整理日は３１日㈫です。
●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】２週間（１人１０冊まで）
　　　　　　　【ＣＤ・ＶＴＲ】１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

～リクエストサービス～

みなくる図書室では、本やＣＤのリクエストをいつでも受け付け

ています。みなくるには置いていない読みたい本などがありまし

たら、図書室にある用紙に記入してお申込ください。

※資料によっては、ご希望に沿えない場合があります。

なんでもブルスケッタ ＵＶレジンの教科書　基礎がわかれば、デザインは無限大

避難所 峠しぐれ

らくだいおばけがやってきた たくさんのたくさんのたくさんのひつじ

柳瀬久美子　著
　おつまみに、おもてな
しに、ワンプレートのブ
ランチに。野菜や魚介、
ハムやポーチドエッグ、
チーズなど、様々な具材
のブルスケッタを紹介。
いつもの素材で、ちょっ
とお洒落な一品に。

葉室麟　著
　岡野藩領内で隣国との
境にある峠の茶店。四十
過ぎの寡黙な半平という
亭主と、旅人から親しま
れる志乃という女房が
１０年ほど前から開けて
いる。ある年の初夏、ふ
たりの静かな生活に事件
が起こる…。

やまだともこ　作
いとうみき　絵

　見ならいおばけのれい
たろうは、本物のおばけ
になるためにしゅぎょう中。
さとしは、れいたろうの
練習相手をすることにな
り…。ひっこみ思案なさ
としと、らくだいおばけ
のれいたろうの、心あた
たまる友情ものがたり。

のはなはるか　作
　たくさんのひつじは、
見たことのない不思議な
綿毛を見つけた。どこに
飛んでいくのか、ひつじ
たちは気になって、気に
なって、森・空・海を大
移動…。絵探しをしてい
くと様々な発見がある、
遊べる絵本。

垣谷美雨　著
　乳飲み子を抱える遠乃
は舅と義兄と、福子は命
を救った少年と、出戻り
の渚はひとり避難所へ。
仕切りすらない体育館で、
絆を押しつけられ、残さ
れた者に押しつぶされる
…。３．１１後、妻たちに突
きつけられた現実。

ａ．ｋ．ｂ．＋　著
　ＵＶレジンのハードタ
イプ、ソフトタイプ、グ
ミータイプを使って、わ
かりやすく作品づくりを
紹介。きれいに仕上げる
ための処理のしかた、各
素材のコーティングや
パーツの作り方などを解
説する。



平成27年３月号　10

寄　　付
　　いただきました心温まる善意に

心よりお礼申し上げます。　　

風鈴文庫図書購入費として
釧路風林カントリークラブ	様	 金	100,000	円

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事業のために
　　　新潟県　本間　誠二	様	 金	 10,000	円

 凍原社２月句
（俳句）

寒
鴉
群
よ
り
は
ず
れ
一
羽
か
な

軽
ト
ラ
が
沈
み
し
如
く
雪
の
中

節
分
会
大
豆
一
粒
枡
の
隅

双
生
児
婆
も
迷
い
し
成
人
式

客
去
り
し
居
間
の
明
る
さ
日
脚
伸
ぶ

一
度
は
吸
ふ
息
止
め
る
寒
さ
哉

雪
の
牧
一
本
松
の
そ
め
残
る

ふ
と
春
に
呼
ば
れ
し
気
配
小
正
月

ミ
ヤ
ノ

由
美
子

ち
え
こ

紀
代
子

恒

子

春
夢
子

和

子

水

脈

科目等履修生募集について
　釧路短期大学では社会人の方にも科目を解放して
います。科目等履修生は単位を取得することができ、
短大卒以上で条件が揃えば、図書館司書・幼稚園教諭・
保育士・ベビーシッターほか、免許・資格取得も可
能です。
【選考方法】　いずれも書類選考
【定　　員】　若干名
【申込方法】　所定の志願票に記入し、郵送又は持参
【締　　切】　平成２７年４月１０日㈮必着
【問合せ先】　釧路短期大学  教務・学生課
　　　　　　（☎68-5124)

お　誕　生
お誕生おめでとうございます。
１月中に届出のありました出生について、
次のとおりご紹介します。

　　 地　柊
しゅう

羽　くん　茂雪裡第一

　　 松下　歩
あゆむ

望　くん　下幌呂

　　 大瀧　空
そらと

翔　くん　鶴居市街

３月の自然観察会
●釧路湿原フィールドウォッチング
【日　時】 ３月７日㈯　午前１０時～１２時
【定　員】 １０名
【参加費】 無料
【集　合】 憩の家かや沼駐車場
【申込・問合先】　塘路湖エコミュージアムセンター
　　　　　　　　（☎015-487-3003)
●春を待つ湿原ハイク 
【日　時】 ３月１５日㈰　午前１０時～１２時
【定　員】 １５名
【参加費】 無料
【集合・申込・問合先】　温根内ビジターセンター
　　　　　　　　　　　（☎0154-65-2323)

平成27年度労働基準監督官
採用試験のお知らせ

【受付期間】	 ⑴インターネット 
平成２７年４月１日㈬～４月１３日㈪
⑵郵送又は持参
平成２７年４月１日㈬～４月２日㈭
（郵送の場合４月２日㈭までの通信日
付印有効）

【受験資格】	 ⑴昭和６０年４月２日～平成６年４月１
日生まれの者
⑵平成６年４月２日以降生まれの者で
次に掲げる者
①大学を卒業した者及び平成２８年３
月までに大学を卒業する見込みの者
②人事院が①に掲げる者と同等の資格
があると認める者

【第1次試験】　平成２７年６月７日㈰
【第2次試験】　平成２７年７月１５日㈬・１６日㈭・

１７日㈮の指定された日
【申　込　先】	（郵送または持参の場合）
北海道労働局総務部総務課
〒０６０－８５６６　札幌市北区北８条西２丁目１番１ 

札幌第一合同庁舎９階
【問合せ先】	 北海道労働局
　　　　　　（☎011-709-2311 内線3511)
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鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
鈴　木　敏　祥

〒085－1205　鶴居村中雪裡南
電話 64-2620 ／ FAX 64-2239

鶴居 タンチョウ 検索

243

タンチョウイラスト展～今回も力作が勢揃い～
　タンチョウが生息する地域の子供達に、タンチョウへの興味・関心をさらに深めてもらおうと、毎年「タンチョ
ウイラスト展」を実施しています。1994年から始まったこの取り組みは、今回で21回目となりました。イラ
ストの募集は、釧路・根室管内だけでなく、５年前より十勝管内にも呼びかけています。今回は、釧路・根室・
十勝管内の小中学生から、335点の作品が集まりました。

●今年度の作品

　作品総数は、昨年の675点と比べると少ない応募でしたが、村内の小中学校からは192点の作品が集まりました。
これは例年より多く、さらに他の市町村と比べても１番多い応募数です。これは村内の子供達のタンチョウへの
関心も高まっているからでしょうか。また、十勝管内の小中学校からは、41点の作品が送られて来ました。道
内のタンチョウの分布が広がると共に、子供達の関心も広がっているようです。
　それぞれの感性で自由に描かれたタンチョウはどれも力作揃いで、キャラクターのようにデフォルメされたも
のや、大人顔負けの写実的に描かれたものなどがありました。そして、描き方も切り絵で表現されたものや、漫
画などで使用されるスクリーントーンを使用したものなどがありました。
　村内の子供達の作品の中には、足環が付いたタンチョウや、ガマやクサソテツといった湿原の植物まで描かれ
た作品があり、細かいところまでよく見ているその観察力には驚きです。また、昨年生まれた鶴居村のマスコッ
トキャラクター「つるぼー」も様々なモチーフで描かれ、子供達から親しまれていました。作品の中には、富士
山を背にタンチョウが飛ぶ姿を描いた作品がいくつか見られました。この作品を描いた子供達が、大人になる頃
にその光景が現実になるよう、いつまでも子供達にタンチョウが身近な生き物であり続けるよう、これからもタ
ンチョウが安心して暮らせる環境を守っていきたいと思います。

●作品が道東各地を巡回

　鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリでの展示（2/6～22）が終わった後は、11月まで道東各地の自然系施設や「釧
路市立博物館」、「たんちょう釧路空港」などで巡回展示されます。翌シーズンのタンチョウが本格的に飛来する
頃、子供達が描いた作品は再び戻ってきます。その後は、ファイリングされて来館者が自由に閲覧できるように
なりますので、見逃した方でもネイチャーセンターでご覧になることができます。道東を旅した作品たちを、ぜ
ひ見に来てくださいね。

村内の子供達の力作３３５点が展示されました

11　平成27年３月号
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1月中の発生件数
　物件事故４件
死亡事故ゼロの日 ７９８日

（１月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

編集後記
　新年早々、凍結した路上にて転倒し
右肘を粉砕骨折、入院・手術を経て何
とか復帰した筆者です。肘の可動域が
制限され曲げ伸ばしが不自由で何かと
不便ですが、自分に必要な出来事だっ
たと思うことにして、日々、リハビリ
に努めています。今冬、釧路管内では、
雪道や凍結した路上での転倒による救
急搬送件数がすでに昨年の２倍だとい
うことです。
　私のようにならぬよう、外出の際に
は、くれぐれもお気を付けください。

（Ｔ）

人の動き　１月末住民登録人口

人口　総数  2,539 人
（前月比 ＋７ 人）

うち外国人人口　１6人
（男３人・女13人）

昨年同期は　２, ５３４人で、
対前年比較は ＋５人です。

男 １,266 人（前月比＋３人）
女 １,273 人（前月比＋４人）

世帯数　1,103 戸
（前月比－１戸）

うち外国人世帯数　　８戸

今月 の 表紙
第２８回タンチョウフェスティバ
ルでの雪中宝探しのひとコマです。
一生懸命に探す子、周りの様子
が気になる子、見つかる度に大
きな歓声が上がり、会場はたく
さんの笑顔に包まれていました。

３ 火 ・確定申告相談（対象地区：中雪裡）
　9:30～　役場２階第三会議室

４ 水

・確定申告相談（対象地区：支雪裡）
　9:30～　役場２階第三会議室
・家族介護者交流事業「もぐらの会」
　10:00～　総合センター第1研修室
・四種混合、不活化ポリオ、Ｈｉｂ感染症、小

児の肺炎球菌感染症、ＢＣＧ、麻疹・風疹、
二種混合予防接種 

　15:00～　鶴居診療所

５ 木

・確定申告相談（対象地区：下雪裡）
　9:30～　役場２階第三会議室
・１歳６ヵ月・３歳児健診
　13:00～　総合センター

６ 金
・確定申告相談（対象地区：中久著呂・下久著呂）
　9:30～　役場２階第三会議室

９ 月

・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）
　9:30～　役場２階第三会議室
・「おひさま（親の会）」
　10:00～　役場２階和室

10 火

・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）
　9:30～　役場２階第三会議室
・子育て支援事業「あそびのひろば」
　10:00～　ふるさと情報館「みなくる」
・鶴居村議会３月定例会
　10:00～　村議会議場

11 水

・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）
　9:30～　役場２階第三会議室
・鶴居村議会３月定例会
　10:00～　村議会議場

12 木

・確定申告相談（対象地区：地域指定なし）
　9:30～　役場２階第三会議室
・鶴居村議会３月定例会
　10:00～　村議会議場

13 金 ・村内各中学校卒業式
　10:00～　村内各中学校

16 月

・鶴居村議会３月定例会
　10:00～　村議会議場
・鶴居村社会福祉協議会「心配ごと相談サロン」
　10:00～　総合センター小会議室

17 火 ・鶴居村議会３月定例会
　10:00～　村議会議場

18 水

・鶴居村議会３月定例会
　10:00～　村議会議場
・四種混合、不活化ポリオ、Ｈｉｂ感染症、小

児の肺炎球菌感染症、ＢＣＧ、麻疹・風疹、
二種混合予防接種

　15:00～　鶴居診療所

19 木 ・村内各小学校卒業式
　10:00～　村内各小学校


